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ぼくが屋嘉比収の幾つかの文章を読んで彼に関心を持ち始めたのがいつであったのか、彼との直接
的
付
き
合
い
が
何
処
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
『
王
野
丼
芳
郎
著
作
集
』
第
三
巻
（
学
陽
書
房
、
一
九
九
○
年
）
の
編
者
を
任
さ
れ
て
、
解
説
文
の
代
わ
り
に
「
玉
野
井
芳
郎
を
め
ぐ
る
座
談
会
」
を
思
い
つ
き
、
金
城
朝
夫
（
農
業
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）
、
多
辺
田
政
弘
（沖縄国際大学教授）、安里英子会地域の目』主宰）、屋嘉比収（那覇市企画部文化振興課市史編集室
嘱
託
）
の
四
人
に
声
を
か
け
た
時
か
ら
は
、
一
緒
に
し
た
仕
事
が
、
は
っ
き
り
と
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
。
肩
書
は
い
ず
れ
も
当
時
の
も
の
で
、
一
九
三
八
年
生
ま
れ
の
金
城
朝
夫
か
ら
、
一
九
五
七
年
生
ま
れ
の
屋
嘉
比
収
ま
で
、
約
二
十
年の年齢差がある。
『
け
－
し
風
』
を
立
ち
上
げ
た
時
の
編
集
代
表
は
、
ぼ
く
と
、
岡
本
恵
徳
、
宮
里
千
里
、
平
良
次
子
の
四
人
だ
っ
た
が
、
屋
嘉
比
収
も
編
集
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
第
二
号
（
一
九
九
四
年
三
月
）
の
特
集
「
沖
縄
戦
の
〈
語
り
〉
と
継
承
」
の
担
当
者
は
彼
で
、
そ
れ
は
当
然
、
伊
波
普
猷
賞
を
受
賞
し
た
「
沖
縄
屋
嘉
比
収
君
の
こ
と
新
崎
盛
暉
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彼
は
、
戦
争
体
験
者
が
全
人
口
の
二
割
を
切
っ
た
と
い
わ
れ
る
現
在
、
戦
争
体
験
を
持
た
な
い
世
代
が
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
意
味
、
戦
争
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
の
可
能
性
、
い
わ
ば
、
非
体
験
世
代
が
当
事
者
性
を
獲
得
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
追
求
す
る
作
業
を
続
け
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
体
験
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
沖
縄
戦
に
引
き
続
く
米
軍
占
領
史
に
お
い
て
も
必
要
な
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
な
お
、
沖
縄
は
日
米
両
国
の
軍
事
的
拠
点
に
さ
れ
て
い
る
。
「
戦
争
体
験
の
継
承
」
は
、
「
反
戦
意
識
の
形
成
」
と
も
、
ど
こ
か
で
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
、
『
け
－
し
風
』
第
四
四
号
（
二
○
○
四
年
九
月
）
に
、
辺
野
古
に
座
り
込
む
四
人
の
人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
「
辺
野
古
座
り
込
み
人
々
の
思
い
」
を
書
き
、
闘
い
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
特
殊
な
活
動
家
で
は
な
く
、
普
通
の
生
活
者
で
あ
り
な
が
ら
、
当
事
者
性
を
も
っ
て
戦
争
体
験
・
戦
後
史
体
験
を
と
ら
え
返
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
う
し
た
一
貫
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
く
物
書
き
と
し
て
の
作
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
九
州
大
学
で
博
士
課
程
の
単
位
を
取
得
し
、
沖
縄
大
学
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
た
。
こ
ん
な
時
、
沖
縄
大
学
の
ど
ん
底
期
か
ら
再
建
期
ま
で
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
ぼ
く
の
同
志
の
一
人
、
津
波
古
敏
子
が
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、
国
語教育や琉球方言研究を専門分野としており、沖縄大学が、一般教養科目に、「琉球方一一一一口概説」、「琉
球文化論」、「沖縄法制史」、「沖縄戦後史論」などの沖縄関係科目群を設置する段階から協力し合って
戦、米軍占一
持っている。
彼は、戦垈
米
軍
占
領
史
を
学
び
な
お
す
Ｉ
記
憶
を
い
か
に
継
承
す
る
か
」
（
世
織
書
房
、
二
○
○
九
年
）
と
連
続
性
を
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そ
こ
で
ぼ
く
は
屋
嘉
比
君
を
呼
ん
で
、
大
学
の
専
任
教
員
に
な
る
意
思
は
な
い
の
か
尋
ね
た
。
大
い
に
希
望
し
て
お
り、他大学の教員採用公募に応募したこともあるのだが、採用に至らなかったのだと答えた。
こ
の
よ
う
な
過
程
も
あ
っ
て
、
「
沖
縄
近
現
代
思
想
史
」
専
任
教
員
の
公
募
が
決
ま
っ
た
。
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
応
募
者
の
中
に
は
、
ぼ
く
と
以
前
か
ら
付
き
合
い
が
あ
る
若
手
の
研
究
者
や
面
識
は
な
い
が
論
文
等
は
読
ん
で
評
価
し
て
い
る
人
な
ど
も
交
じ
っ
て
い
た
。
結
局
屋
嘉
比
君
に
決
ま
っ
た
の
だ
が
、
多
分
、
こ
の
時
応
募
し
た
諸
君
も
、
屋
嘉
比
収
の
採
用
に
は
納
得
し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
彼
ら
も
そ
の
後
数
年
で
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
職
を
得
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
て
二
○
○
四
年
四
月
、
屋
嘉
比
収
は
、
津
波
古
敏
子
と
入
れ
替
わ
り
に
沖
縄
大
学
の
専任教員になった。
現在の大学は、多様な学生にきめ細かく対応しながら、地域社会にもその存在価値を示さなければ
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
大
学
運
営
に
は
、
教
員
と
事
務
職
員
の
協
働
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
教
員
、
と
く
に
過
去
の
大
学
闘
争
な
ど
に
は
全
く
関
心
の
な
さ
そ
う
な
、
大
学
を
研
究
の
場
と
し
て
し
か
と
ら
え
て
い
な
い
よ
う
な
若
手
の
教
員
の
中
に
は
、
事
務
職
員
は
自
分
た
ち
の
補
助
者
に
過
ぎ
な
い
か
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
連
中
も
少
な
く
思想史」
かつた。
きた仲間である。この科目群設置の当初は、専任の国語教育や琉球方一一一一口の研究者は彼女一人しかいな
か
っ
た
が
、
彼
女
の
退
職
時
に
は
、
複
数
名
に
増
え
て
い
た
。
そ
こ
で
ぼ
く
は
、
彼
女
の
代
わ
り
に
、
「
沖
縄
近
現
代
思
想
史
」
の
専
任
教
員
採
用
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
た
。
彼
女
に
も
、
ほ
か
の
沖
縄
関
係
学
担
当
者
に
も
異
論
は
な
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な
い
。
そ
う
し
た
中
で
屋
嘉
比
君
は
、
就
職
当
初
か
ら
、
事
務
職
員
に
も
好
感
を
も
た
れ
る
教
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ぼ
く
は
ひ
そ
か
に
、
次
の
時
代
の
こ
の
大
学
の
中
心
的
な
担
い
手
の
一
人
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
就
任
か
ら
五
年
も
た
た
な
い
、
二
○
○
八
年
四
月
、
突
然
屋
嘉
比
君
が
や
っ
て
き
て
、
癌
の
再
発
を
告
げ
た
。
ぼ
く
は
彼
が
そ
の
五
年
近
く
前
に
癌
を
患
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、
癌
は
治
癒
後
五
年
間
再
発
し
な
け
れ
ば
大
丈
夫
な
の
だ
が
、
そ
の
五
年
が
近
づ
い
た
直
前
に
再
発
し
た
と
説
明
し
、
「
残
念
で
す
」
と一一一一二て、休職の届けを出しに行った。
屋
嘉
比
君
と
一
緒
に
し
た
仕
事
の
一
つ
に
沖
縄
大
学
五
○
年
史
の
執
筆
が
あ
る
。
『
小
さ
な
大
学
の
大
き
な
挑
戦
ｌ
沖
縄
大
学
五
○
年
の
軌
跡
」
（
高
文
研
、
二
○
○
八
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
大
学
の
五
○
年
史
な
の
で
学
長
以
下
十
数
名
の
編
集
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
こ
で
の
様
々
な
討
議
の
結
果
出
版
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
本
の
第
一
稿
の
執
筆
は
、
「
Ｉ
沖
縄
初
の
私
立
大
学
」
、
「
Ⅱ
学
園
民
主
化
の
嵐
の
中
で
」
、
「
Ⅲ
大
学
存
続
へ
の
道
の
り
」
は
屋
嘉
比
収
、
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
や
「
あ
と
が
き
」
と
「
Ⅳ
地
域
に
根
ざ
す
大
学
を
め
ざ
し
て
」
は
ぼ
く
、
「
Ｖ
今
も
続
く
模
索
と
挑
戦
」
は
山
門
健
一
が
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
大
学
の
五
○
周
年
記
念
日
で
あ
る
○
八
年
六
月
一
○
日
付
の
発
行
で
、
ち
ょ
う
ど
屋
嘉
比
君
が
病
気
休
職
に
入
っ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
先
輩
、
知
人
に
こ
の
本
を
送
っ
て
い
た
ら
し
い
。
鹿
野
政
直
さ
ん
に
高
く
評
価
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
激
し
て
、
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
き
た
り
し
て
い
た
。
○
九
年
一
月
、
屋
嘉
比
君
は
、
か
な
り
詳
し
い
近
況
報
告
の
手
紙
を
く
れ
た
。
抗
が
ん
剤
を
投
与
し
た
週
は
ほ
と
ん
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そ
し
て
五
月
二
九
日
、
沖
縄
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
の
な
か
で
沖
縄
現
代
史
を
問
い
直
す
」
が
行
わ
れ
、
屋
嘉
比
収
は
生
前
最
後
の
報
告
と
な
っ
た
「
沖
縄
現
代
史
を
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
叙
述
す
る
可
能
性
」
を
行
っ
た
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
は
、
「
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
／
方
法
と
し
て
の
沖
縄
」
研
究
会
編
「
ア
ジ
ア
の
な
か
で
沖
縄
現
代
史
を
問
い
直
す
』
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
○
一
○
年
、
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
）
。
発
言
者
に
は
、
彼
と
旧
知の孫歌（中国社会科学院文学研究所研究員）、陳光興（台湾交通大学教授）、鄭根埴（ソウル大学教
授
）
な
ど
が
い
た
。
屋
嘉
比
君
は
、
後
輩
た
ち
が
彼
の
体
調
を
気
遣
っ
て
簡
易
ベ
ッ
ト
ま
で
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
も
知
ら
ぬ
げ
に
、
一
日
愉
快
そ
う
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
司
会
の
マ
イ
ク
ま
で
奪
っ
て
、
自
分
が
次
々
に
発
言
者
を
指
名
し
て
い
た
。
そ
ん
な
彼
を
見
な
が
ら
、
ぼ
く
は
、
も
し
か
す
る
と
彼
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
る
た
め
に
無
理
し
て
復
職
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
た
。
ぼ
く
の
そ
ん
な
予
感
は
、
町
田
宗
靖
「
出
認められた。
ど
ベ
ッ
ト
か
ら
動
け
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
、
し
か
し
次
の
週
は
家
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
通
常
の
生
活
が
で
き
る
状
態
に
な
る
こ
と
、
動
け
る
週
に
は
こ
れ
ま
で
書
い
た
文
章
を
本
に
す
る
作
業
を
少
し
ず
つ
続
け
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
書
かれていた。こうしてまとめられたのが、先の「沖縄戦……」や沖縄タイムス出版文化賞正賞を受賞
した『〈近代沖縄〉の知識人ｌ島袋全発」（吉川弘文館、二○’○年）である．
一
○
年
四
月
、
屋
嘉
比
君
は
復
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
抗
が
ん
剤
を
投
与
し
つ
つ
の
復
職
で
あ
る
た
め
、
講
義
の
担
当
は
月
曜
日
と
土
曜
日
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
っ
た
。
学
内
に
は
多
少
の
異
論
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
復
職
願
い
は
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会いから看取りまで」（『け－し風』第六九号）を読むことによって裏付けられた。
癌の再発以来、彼は、自分に残された時間と、自分に与えられた課題を見つめつつ、自分のなすべ
きことに全力を挙げて取り組みながら、その人生を生き抜いたのである。あっぱれな生き方だったと
い塾えよ』フ。
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